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1。 本書は佐久浅間農業協同組合によるJA佐久浅間本所建設工事に伴う番屋前遺跡群番屋前遺跡Ⅳ

の発掘調査報告書である。

2.事業主体者 佐久市猿久保882 佐久浅間農業協同組合

3.調査主体者 佐久市中込3056 佐久市教育委員会 教育長

4.遺跡名及び発掘所在地  番屋前遺跡群 番屋前遺跡Ⅳ (SBYMⅣ )

佐久市猿久保882-1の 一部

5.発掘担当者 現場・整理作業 出澤 力

6,本書の編集 。執筆は出澤が行った。

7.本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

1. 遺構の略称は以下の通 りである。

Ta―竪穴状遺構  F― 掘建柱建物址  D一 土坑

スクリーントーン表示は以下の通りである。

P― ピット M―溝状遺構

遺構  地山断面
∞

3.挿図の縮尺は以下の通りである。

遺 構  竪穴状遺構 。掘建柱建物址・土坑・井戸跡・柱列・溝状遺構 1/80
遺 物  陶器1/2  鉄製品1/3  石製品1/3・ 1/6  古銭1/1

4.遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

5。 遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

6.土層は「新版 標準土色帖」による。

7.調査グリッドは小グリッド4× 4m、 大グリッド40× 40mである。
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第 I章 発掘調査の経緯

第 1節 立地と経過

番屋前遺跡は北から南流してきた湯川が、岩村田市街地の南方を回り込むように流れを西方に変え

る左岸第 2段丘上の緩やかな南方向に傾斜する台地上に展開する。標高は694m内 外を測る。周辺遺

跡の状況は、湯川に近い台地には多くの遺跡が所在し、特に台地の縁辺部に近づくほど、遺構の密度

が濃くなる傾向が認められ、発掘調査も数多く行われている。近年の調査としては、今回調査区の北

東で平成20年に野馬窪遺跡の調査が行われ、平安時代の竪穴住居址、中世の竪穴建物址、掘建柱建物

址、土坑、ピット等が発見された。また、番屋前遺跡群内では平成10年 に調査区東に隣接する番屋前

遺跡Ⅲの調査によって、中世の竪穴遺構・土坑・溝状遺構・柱穴及び陶磁器等の遺物が発見されてい

る。

今回、佐久浅間農業協同組合による」A佐久浅間本所建設工事が行われることとなり、平成21年に

試掘調査を行った。その結果、中世と考えられる遺跡が発見されたことから、建物建設により遺構の

破壊が予測される地域の発掘調査を佐久市教育委員会が主体となり、遺跡の記録保存を目的として実

施した。

番屋前遺跡Ⅳ位置図(1:50,000)
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第 2節 調査体制

平成21年度

調査受託者 佐久市教育委員会 教育長 木内 清 (4～ 5月 ) 土屋 盛夫 (5月 ～)

事 務 局 社会教育部長    内藤孝徳 (4～ 6月 ) 工藤秀康 (7月 ～)

社会教育部次長   金澤英人 (4～ 6月 )

文化財課長     森角吉晴

文化財調査係長   三石宗一

文化財調査係専門員 林幸彦

文化財調査係    並木節子 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

冨沢―明 神津 格 (4～ 9月 )上原学

井出泰章 (10月 ～)出澤力

調査主任      佐々木宗昭 森泉かよ子

調査担当者   出澤 力

調査員     土屋武士 日向昭次 安藤孝司 渡辺学 中鳴フクジ

渡邊久美子 岡村千代美 小林百合子 細萱ミスズ

小井戸秀元 菊池喜重 浅沼ノブ江

平成22年度

調査受託者 佐久市教育委員会 教育長 土屋 盛夫

事 務 局 社会教育部長    工藤秀康

文化財課長     森角吉晴

文化財調査係長   三石宗一

文化財調査係専門員 林幸彦 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

文化財調査係    並木節子 冨沢―明 上原学 井出泰章

出澤カ

調査主任      佐々木宗昭 森泉かよ子

調査担当者   出澤 力

調査員     岡村千代美 小林百合子 小林妙子 橋詰信子 丼出孝子

林まゆみ 柏木義雄 臼田猛 澤井知春 清水澄雄 羽毛田利明

細萱ミスズ 渡邊久美子 小幡弘子

第Ⅱ章 遺跡の環境

第 1節 自然環境

佐久地域は、周辺を山地及び台地に囲まれた盆地状を呈し、一般に佐久平と呼ばれている。北には

現在も噴煙を立ち上らせる浅間山が答え、南には蓼科火山が東西に連なる。東は関東山地が南北方向

に連なり、群馬県との境をなしている。西には御牧原・八重原といった台地が広がり蓼科火山群北端

の裾野に接している。佐久平水系の代表は千曲川で、源は南方の川上谷に発し、南佐久から北流し、

沢筋の支流を集めつつ水量を増し佐久平に注ぎ込む。その後、やや北西に流れを変え、蓼科山麓の支

流を集めた片貝川、浅間山の東麓に源を発す湯川、東の関東山地からの田子川、志賀川といつた支流

を集めた滑津川などと合流し、西方の御牧ヶ原台地急崖にそって長野方面へと貫流する。

このように佐久地域は周囲を山地に囲まれ、水にも恵まれた盆地が広がっており、佐久平と呼ばれ

ているが、地質学的に見ると南北に大きく三分することができる。この境は佐久平のほぼ中央である

東から流れる志賀川が滑津川と合流し、千曲川に注ぐ東西線を境として河川の北側は標高680m、 南

は660mを測 り、20m内外の比高差が存在する。北部地域は、北に答える浅間山の山麓末端部の南に

向かって緩やかに傾斜する台地で、浅間山の噴火によって台地に堆積した火砕流及び降下火山灰で形

成されている。この台地は雨水の浸食に弱く、浅間の麓から放射状に幾筋もの浸食谷 (田切 り)を形

成し、切 り立った断崖により台地をおよそ南北方向に細長く分断している。これに対し、南部地域は

千曲川の氾濫源沖積地及び滑津川など支流の谷口扇状地で形成され、地表下は河床礫層と沖積粘土層
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地帯となっている。

調査対象となった番屋前遺跡群番屋前遺跡Ⅳ

は、佐久市北郡地域の南部に位置し、猿久保地

籍の湯川左岸に広がるやや南方向に傾斜する段

丘上に展開する。標高は694m内外を測る。
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(水源からの距離)

第 2節 周辺遺跡

千曲川概念図

報告書1985 「樋村遺跡Ⅱ、遺跡の環境」

周辺遺跡分布図 (1:25,000)
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番屋前遺跡群番屋前遺跡Ⅳの周辺には、弥生時代から中世にかけての遺跡や遺跡群が点在している。

番屋前遺跡群は平成 8年に 2箇所が調査され、土坑・溝状遺構・柱穴が発見され、遺物は縄文土器片

・石鏃・中近世の陶磁器・石器などが出土している。また、平成10年 に農業協同組合による店舗建設

に伴う、番屋前遺跡Ⅲの調査が行われ、中世の堅穴遺構・土坑 。溝状遺構等が発見され、縄文時代の

石器、中世の鉄製品 。石製品等が出土している。

番号 遺跡名 時 代 所在地 備 i考

l 番屋前遺跡Ⅳ 中世 疲久保 今回調査

2 番屋前遺跡群 奈良～中世 中込・猿久保 番屋前遺跡 I・ Ⅱ(H8)、 番屋前遺跡Ⅲ(H10)

3 金比羅古墳 古墳 猿久保

4 御経塚古墳 古墳 猿久保

5 西妻神遺跡 弥生 。平安 中込

6 中原遺跡群 縄文～中世 中込・横和他 梨の本遺跡 (S62・ 63、 ■8'9)

7 宮の上遺跡群 縄文～中世 横和・根々井
高根遺跡 (S50)、 宮の上遺跡 (S62・ 63)根々井芝宮遺跡 (H4)、

割地遺跡 (H9)

8 寺畑遺跡群 縄文～平安 根々井・猿久保 寺畑遺跡 (H7)

9 猿久保屋敷添遺跡 弥生～平安 猿久保

中鳴澤遺跡群 弥生～平安 岩村田 中鳴澤遺跡 (H7)

中西の久保遺跡群 弥生～平安 岩村田 中西の久保遺跡 (H7～ 9)

北西の久保遺跡

北西の久保古墳群

弥生～中世

古墳
岩村田

北西の久保遺跡 (S57・ 60)

北西の久保古墳群 (S57,60)

岩村田遺跡群 弥生～中世 岩村田
束一本柳遺跡 (S43・ H21・ 22)、 北一本柳遺跡 (S47、 H15'19。 18)、

東大門遺跡 (Hl・ 21)、 西一本柳遺跡 I～ XⅧ (H4～ )、 柳堂遺跡Ⅱ(H18)等

14 上の城遺跡群 縄文～中世 岩村田
上の城遺跡 (S43、 H14)、 上の城丹過遺跡 (S54)、 西八日町遺跡 (S58)、

西八日町遺跡Ⅲ・Ⅳ・V(H19・ 20・ 21)、 観音堂遺跡 (H9)等

藤 ヶ城跡 近 世 岩村田

下信濃石遺跡 平安～中世 岩村田 下信濃石遺跡 (H16)

岩井堂遺跡 弥生～平安 岩村田

蛇塚 A遺跡 平安 安原

猫久保遺跡群 平安 安原

戸屋敷遺跡群 平安 安原・下平尾

筒畑遺跡群 縄文～平安 安原・新子田 田端遺跡 (Hl)

戸坂遺跡群 弥生～中世 新子田 戸坂遺跡 (S46)

家之前遺跡 弥生～平安 新子田

鳥坂城跡 中世 新子田

高師町遺跡群 平安～中世 新子田 高師町遺跡 (S61・ H7)

東内池遺 FVA 平安～中世 新 子 田 東内池遺跡 (S60)

蛇塚 B遺群 平安 新子田 蛇塚 B遺跡 (S54・ 58、 H6)、 野馬久保遺跡 (H2・ 9)

野馬窪古墳 古墳 猿久保

野馬窪遺跡群 弥生～平安 猿久保 野馬窪遺跡 (S56)、 野馬窪遺跡Ⅱ・Ⅲ(H20)

馬瀬口遺跡群 弥生・平安 瀬戸・新子田

卜池遺跡 弥生～平安 新子田

和田上遺跡群 縄文～平安 瀬戸 。新子田 和田上南遺跡 (S54)

和田上古墳 古 墳 瀬戸

34 和田遺跡 縄文～平安 瀬戸
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寄山遺跡群 縄文～中世 瀬戸・志賀 勝負沢遺FVI(H2～ 4)、 寄山遺跡 (H2～ 4)、 寄山古墳群 (H3・ 4)

中条峯城跡 中世 瀬戸 中条峯遺跡 (Hl・ 2)

中条峯古墳群 古墳 瀬戸 3基消滅

中条峯遺跡 縄文～中世 瀬戸 中条峯遺跡 (Hl・ 2)

大日山古墳 古 墳 瀬戸

40 長峯遺跡 縄 文 瀬戸

41 宮の脇遺lla 縄文～平安 頑戸

42 南海道遺跡 古墳～平安 瀬戸

43 城山城跡 中 世 頑戸

44 中反遺跡群 平安 瀬戸

45 鷺の宮遺跡 古墳・平安 瀬戸 古墳 2基宅地造成により消滅

46 深堀遺跡群 縄文～中世 瀬戸 深堀遺跡 (S40)、 瀬戸原遺跡 (H10・ 11)、 深堀Ⅲ (Hll。 12)等

47 八反田城跡 中世 瀬戸

48 八反田遺跡 平安 瀬戸

49 瀬戸狐塚古墳群 古墳 瀬戸 2基消滅

東千石平遺跡群 古墳～中世 瀬戸

深堀城跡 中世 中込

大塚遺跡群 弥生・平安 中込

中込大塚古墳 古墳 中込 中込大塚古墳 (S43)

54 蟹ヶ沢古墳 古墳 中込

富士塚古墳 古 墳 猿久保

屋敷古墳群 古 墳 瀬戸 3基消滅

第 3節 基本層序

番屋前遺跡群番屋前遺跡Ⅳの位置す

る地域の、標高は694m内外を沢1り 、

全体が北方から南方にかけて緩やかに

傾斜する。

第 I層は埋土による整地層の攪乱層

で、黒褐色土を呈す。全面的に整地に

よる不整合が認められる。

第Ⅱ層は 5 mmか ら l cm大 の軽石を多

く含む暗褐色上である。

第Ⅲ層はⅡ層同様 5 mmか ら l cm大 の

軽石を多く含み、一部に下層の地山ロ

ームを含む暗褐色土である。 (漸移層)

第Ⅳ層は軽石・小礫等を含む褐色の

やや砂混じりのロームである。遺構検

出はこの第Ⅳ層上面で行った。

第V層は褐色上の砂礫層である。

周辺遺跡一覧表

I

Ⅱ

Ⅲ

遺 構
Ⅳ

V
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第Ⅲ章 遺構と遺物

第 1節 竪穴状遺構 (Ta)

Tal号堅穴状遺構

遺構は調査区東端のやや北側、え-2グ リッド付近に位置する。遺構の規模は西壁3,6m、 東壁4.0

m、 北壁2.2m、 南壁2.8m、 深さは25cm内外を測る。平面形態はやや不整な南北方向に長い長方形で

ある。遺構の埋まった状況を示す覆土は 2層で、南側及び東西方向から埋まり始めた状況が窺える。底

面はほぼ平坦だが貼床状の硬質な面はほとんど認められない。ピットは底面にて 5個発見された。規

模は直径20～40cm、 深さは30cm内外を測る。

遺物は鉄製品が 3点出土した。 1・ 2は角釘で、 3は板状鉄製品である。 3の板状鉄製品について

は正確な用途は判別できなかった。

時期については、周辺の遺跡状況及び遺構の形状、出土遺物から中世 (鎌倉 。室町)と したい。

Qく 土層説明

1層 黒褐色上(10yr3/2)軽 石少量含

tF。

2層 にぶい黄褐色土(10yr4/3)軽 石、

地山ローム粒を含む。

3層 黒褐色土(10yr2/2)地 山砂をわ

ずかに含む。

4層 賠褐色土(10yr3/4)地山砂をわ

ずかに含む。

く
了

一ｙ

一Ａ
一Ｄ

二

C′

:
櫻黒手君 694 300rn

9(1180)2μ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（”″″．

９
１１

・
＝Ｉ
Ψ
ｑ

ａ

一　
　
　
　
　
　
　
「

０
川
側
脚
――
――
ツ
‐‐
０

一

Tal号堅穴状遺構実測図

92  弔
◇

。    n
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断面方形、先端部欠損、重量 8.24g

断面方形、先端部欠損、重量 326g

全体的に薄く両端部欠損、重量 19。38g

Tal号堅穴状遺構遺物観察表

Ta2号竪六状遺構

遺構は調査区北東端付近、い-2グ リッド付近に位置し、遺構の東側一部は調査区域外となる。規

模は西壁3,Om、 北壁は調査規模で 1.4m、 南壁は調査規模で3.4m、 深さは15～ 20cmを 測る。埋土状

況を示す覆土はロームブロック、細かい礫を含む暗褐色± 1層が認められたが、遺構は浅く、土層か

ら埋まった状況の詳細を確認するには至らなかった。

遺物は棒状の鉄製品が 1点出土した。

時期については、周辺の遺跡状況及び遺構の形状、出土した遺物から中世 (鎌倉・室町)と したい。

司卜0
一

Ｒ

刊

螂

標高 694.400m

9(1:80)2p

土層説明

1層 暗褐色上 (10yr3/4)

2層 黒褐色上 (10yr2/3)

ピット覆上。

Ta2号堅穴状遺構実測図

小礫 。ロームブロック含む。
パミス・地山砂を微量に含む。

重量 788g

Ta2号出土遺物観察表
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第 2節 掘建柱建物址 (F)

Fl号掘建柱建物址

遺構は調査区西側の南、き-10グ リッド付近に位置する。発見されたピットは 9個で、配置状況か

ら東西 3間、南北 2間の側柱である可能性が窺えるが、攪乱等によって北東に存在が予測されるピッ

ト2個が未発見であることから、推測となる。ピットの規模はPl―直径36cm、 深さ40cm、 P2-直
径40cm、 深さ28cm、 P3-直 径36cm、 深さ28cm、 P4-直 径32cm、 深さ1 5cm、 P5-直 径40cm、 深

さ32cm、 P6-直 径44cm、 深さ38cm、 P7-直 径20cm、 深さ1 5cm、 P8-直 径43cm、 深さ27cm、 P
9-直径28cm、 深さ26cmを狽Iる 。ピットの覆土は若干の違いは認められるが、地山に含まれるローム

粒 。ブロック、パミス、軽石等を含む黒褐色土または暗褐色土である。

本遺構からの遺物の出土は認められなかった。

時期については、周辺の遺構 。遺物の状況から中世 (鎌倉・室町)と したい。

Ｑ

上 占 !7

Q3司

A′

03

°F3

◎P井
∩

|

A′

◎

P5

P3 

♀ 3

⑤
P6

4◎
OI

駐 8

○
F3

辞3

《》P4 ⑨

◎
P9

標高 694500m

9 (1:80)2 im

Fl号掘建柱建物址実測図

土層説明

1層 黒褐色土(10yr2/3)パ ミス

・軽石少量含む。ロームブロック

微量含む。

2層 黒褐色土(10yr2/3)ロ ーム

ブロック多く含む。

3層 黒褐色土(10yr2/3)パ ミス

を微量含む。

4層 暗褐色土(10yr3/4)パ ミス

・地山砂を含む。
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F2号掘建柱建物址

遺構は調査区西側の南、か-9グリッド付近に位置する。遺構の存在する周辺は、調査区域内の中

でも、土坑、ピットなどの遺構が密集する地域の中にあたる。 確認されたピットは 6個で小型の側柱

にも考えられるが、 P6の位置が若千ずれることから、攪乱に破壊された北側にさらに規模が拡大し

ていた可能性も考えられる。北側にさらに規模が拡大 し、P6が本遺構に伴う状況であるとなると東

西 2間、南北 2問以上の総柱の掘建柱建物址になると思われる。ピットの規模はPl―直径32cm、 深

さ20cm、 P2-直 径36cm、 深さ21cm、 P3-直 径54cm、 深さ18cm、 P4-直 径36cm、 深さ37cm、 P
5-直径40cm、 深さ35cm、 P6-直 径44cm、 深さ25cmを 測る。ピットの覆土は若千の違いは認めら

れるが、地山に含まれるローム粒 。ブロック、パミス、軽石、砂等を含む黒褐色土または暗褐色上で

ある。

本遺構からの遺物の出土は認められなかった。

時期については、周辺の遺構・遺物の状況から中世 (鎌倉・室町)と したい。

P5

・ ⑮ P4
0P67

日
|

Ｐ６８
０

Ｑ

Ｐ ５‐ Ｐ ５０

∞

係
は
ド

ヽ
①
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
Ｏ

Ь
I

生③
も

|

O
P6

③
P3①

l

も■
° P53

は
ほ
ド

標高 694.400m

9(1:80)2.m

F2号掘建柱建物址実測図

土層説明

1層 黒褐色土 (10yr2/3)

まりややあり。柱痕。

2層 暗褐色上 (10yr3/4)

E」  。

3層 黒褐色土(10yr2/3)ロ ームブロック・地

山砂わずかに含む。

4層 暗褐色土 (10yr3/4)地山ローム・地山砂

多く含む。

地山ローム含む。し

地山ローム多量に含
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F3号掘建柱建物址

遺構は調査区西側の南、き-10グ リッド付近に位置する。遺構の存在する周辺は、調査区域内の中

でも、土坑、ピットなどの遺構が密集する地域に含まれる。 確認されたピットは 6個の側柱と推測で

きるが、 これ ら6個のピットに囲まれた範囲内にはいくつかの単独ピットが存在することから、総柱

の掘建柱建物址になる可能性も考えられる。ピットの規模はPl―直径28cm、 深さ52cm、 P2-直 径

28cm、 深さ86cm、  P3-直 径24cm、 深さ51c皿、 P4-直 径25cm、 深さ27cm、 P5-直 径21cm、 深さ

33cm、  P6-直 径42cm、 深さ30cm、  P7-直 径25cm、 深さ28cm、  P8-直 径26cm、 深さ1 8cmを測る。

ピットの覆土は、すべて同様の状況で地山に含まれるパミス、軽石を少量含む黒褐色上の単層である。

平面形態は、規模の大小は認められるが、おおむね円形または精円形である。

遺物は、P3の覆土内から巻き貝の貝殻が出土した。 (写真図版 参照)

時期については、周辺の遺構 。遺物の状況から中世 (室町・鎌倉)と したい。

ｒ

Ｌ

④

。◎C

hl c′

◎

「

儀

①
呂

秘

田
|

∞
』

◎こ
①

ｏ餌（∩）つィ

O儀

ぐ

◎覧堅

い

出

◎

引
引

ｒＯ

■
OL

レ 斡 斡

二 E

土層説明

1層 黒褐色土 (loyr2/3)

ス・軽石少量含む。

F3号掘建柱建物址実測図

E′

夢要F託 694 400rn

O     (1 :80)    2m
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Ｋ

ぺ

べ

特
批

、く
　
　
　
　
　
　
　
　
く

第 3節 土坑 (D)

標高 694200m

9(1:80)2,m

l層 黒褐色上(10yr2/3)パ ミス・ 1～ 51111

径の軽石を少し含む。

Q D3号
土坑

生《功二

A                A′

鮎

D4号土坑

＼

⑤＼́

標高 694.200m

9(1:80)21m

l層 黒褐色土(10yr2/3)パ ミス・ 1～ 5 11ull

径の軽石を少し含む。

2層 暗褐色土(10yr3/4)パ ミス・砂を少量

含む。

D5号土坑

Qが

1層 暗褐色土(10yr3/3)パ ミス・

地山砂多く含む。

D8号土坑

%

A A′

甥
標高 694300m

9  (1:80) 2.m

l層 暗褐色土(10yr3/3)パ ミス、軽石

少量含む。

D6号土坑

A′

日
司
‐

（
‐

馴
＝
引
―
ｌ

ｏ
ｌ

ｄ目
〇
〇
い
。Ｗ
ＯΦ
　
怖叫
Ｍ染

日
司
‐
‐
ｑ
判
封
司
―
ｌ

ｏ
ｊ

日
８
｝
ぷ
ｏ
枢
郎

日

朝

‐

‐

州

司

＝

引

Ⅵ

Ｉ

Ｉ

ｏ
Ｊ

日
８
｝
ぷ
Φ
値
郎生甥

1層 にぶい黄褐色上(10yr4/3)パ

ミス・礫・地山秒混入。

D7号土坑

標高 694500m
0      (1 : 80)    21n

1層 暗褐色土 (10yr3/3)パ ミス・

軽石微量含む。

2層 暗褐色土 (10yr3/3)砂 多 く混

テ代。

3層  褐色土 (10yr4/4)地 山砂・ パ

ミス含む。

1層 暗褐色上(10yr3/3)ロ ームブ

ロック・砂・パミスを含む。

Ｑ

ょ

二

標高 694500m

?(1:80)2.m

l層 暗褐色土(10yr3/4)パ ミス・ 1～ 5 mul

径の軽石を含む。

2層 褐色土(10yr4/4)地 山砂多く含む。

標高 694500m

9  (1:80) 2.m

l層 暗褐色土(10yr3/3)パ ミス微量に

含む。

2層 にぶい黄褐色上 (10yr4/3)地山ロ

ーム多く含む。

Dl～D9号土坑実測図
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A 3 A′

標高 694500m

9(1:80)2m

l層 黒褐色土 (10yr2/3)パ ミスを

微量に含む。

2層  暗褐色土 (10yr3/3)地山砂ブ

ロック混入。

3層 褐色土 (10yr4/4)地山崩落層。

D13号土坑

標高 694400m

9(11o9)2 im

l層 暗褐色土 (loyr3/3)パ ミス

5 11ull径 の軽石を微量含む。

標高 694500m

(1:80) 2m

1層 暗褐色上(10yr3/3)パ ミス

軽石・礫・地山砂を多く含む。

奉雲干毛 694 400rn

9(1:80)2・ m

l層 暗褐色土(10yr3/3)パ ミス・軽石

少量含む。地山ロームプロック微量含む。

Ｑ
Ａ一

D10号土坑

◎
ミ

くキ

D9

A

標高 694300m

9  (1:80) 2m

l層 暗褐色土(10yr3/3)パ ミス多く含む。

<

A′

1層 暗褐色土 (10yr3/3)パ ミス・ 1～ 5Hm径

の軽石を多 く含む。

2層 暗褐色上 (10yr3/3)パ ミス・ 1～ 6唖径

の軽石・ 地山砂 を多 く含む。

3層 褐色土 (10yr4/4)軽 石・ 地山砂混入。崩

落層。

D10～ D18号土坑実測図

D15号土坑

く
|

ヒ ニ 生 型 _上
m

l層 暗褐色土(10yr3/3)パ ミ
ス・ ロームブロック含む。
2層 黒褐色土 (10yr2/3)地山
砂多く含む。

へ

０

鼈

マ
A

A

ざ

ヘ

日
．朝

創

珂

「

ｏ
ｌ

日
３
ド
ざ
Φ
値
懸0

D16号土坑

Q
ら く

ュ       A′

斡

Dll号土坑

Qく

ド

A′

甥
標高 694400m

9(1:80)2,m
標高 694300m

O     (1 :80)    2m

l層 黒褐色土 (10yr2/3)軽石・小礫・砂を含む。

2層 暗褐色土 (10yr3/4)砂が層上方に堆積。しまり弱い。

D18号土坑

-12-



D19・ 20・ 21号土坑
薦

D22号 土坑

＼

竜
|

く
|

標高 694400m
O     (1 :80)    2m

千

】
　
⑧

　
　

Ｄ２‐．

だ
援
ヽ

‐
ヽ ‐

引
［
］
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∽
　
　
‐

『
］
『
‐

ヽ
Ｒ

々

Ｒ

1層 黒褐色土 (10yr2/3)

2層 暗褐色土 (10yr3/3)

3層  暗褐色土(10yr3/3)

含む。小礫含む。

4層 暗褐色土 (10yr3/3)

D19覆上。パミス・軽石多く含む。しまりあり。

D20覆土。パミス・軽石多量に含む。

D21覆上。パ ミス多く含む。ロームブロックを少量

D21覆上。地山砂多く混入。小礫含む。

A′

標高 694400m

9  (1:80) 2.m

l層  暗褐色上(10yr3/3)パ ミス、地山
ロームブロック少量含む。

D19～ D22号土坑実測図

土坑観察表

番 号 器 種 製品名 外形Cm 内径cm 厚acn 重量 g 備 考

Dl-1 銅製品 古 銭 0.49 文字不明
75%欠損

番号 器 種 製品名 外形釦 内径cm 厚みcm 重量 g 備 考

)21-1 鉄製品 角釘 455 045 368 先端部欠損

番号 器 種 製品名 外形cm 内径cm 厚みcm 重量g 備  考

)19-1 銅製品 古 銭 2.29 0.64 文字不明

番号 器 種 製品名 外形cn 内径cm 厚みcm 重量 g 備 考

)16-1 鉄製品 角釘 622 655 頭・先端音「

欠損

土坑出土遺物観察表

番 号 遺構名 長径 en) 短径(m) 深さ (m) 平面形薙 備 考

1 Dl ■4 円形 吉銭片出土

2 D2 0.34 円形

3 D3 098 0,96 0,44 円形

D4 円形

5 D5 0.27 精円形

6 D6 112 円形

D7 104 102 0.42 円形

D8 0.84 0,72 円形

9 D9 2 144 034 楕 円形

D10 0.68 0.41 楕円形

Dll 027 精円形

番 号 遺構名 長径 (m) 短径 (m 深さ (m 平面形建 備 考

D12 0,88 0.14 方形

D13 0.56 012 楕円形

14 D14 0,76 円形

D15 円形

D16 098 楕 円形 鉄釘出土

D17 0,73 楕円形

D18 062 0.44 円形

D19 0.68 楕円形 古銭出土

D20 1.14 方形

D21 0.92 不整形 角釘出土

D22 1 楕円形

-13-
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１

第 4節 井戸跡

A

標高 694200m

9(1:80)2 im

遺構は調査区の東側お-4グリッド付

近に位置する。規模は確認面での東西径

4m、 南北径3.6m、 深さは最深部で確

認面から3mを測る。形状は北西部分が

僅かに張り出す不整円形である。堀り込

み状況は、確認面付近からややす り鉢状

に傾斜し、西側の一部を除き、深さ80cm

付近でやや傾斜角が急になり底面に至る。

西側は、深さ1.4m地点に半円形のテラ

スが存在し、そこから、ほぼ垂直に近い

角度で底面に至る。

遺物は埋め戻し時に投げ込まれたと考

えられる五輪塔の一部が 2個出上した。

時期は、五輪塔及び、周辺の遺跡の状

況から、隣接する竪穴状遺構等の遺構と

ほぽ時期の等しい、中世 (室町・鎌倉)

としたい。

1層 黒褐色土(10yr2/3)砂 ・軽石・小礫を含む。

2層 暗褐色土(10yr3/3)砂 質土含む。軽石・小礫を含む。し

まりややあり。

3層 黒褐色土(10yr2/3)砂 質上含む。軽石・小礫を含む。

4層 褐色土(10yr4/4)砂 ・ロームブロック・軽石を含む。

5層 暗褐色土(10yr3/3)砂 ・小礫を多く含む。しまりなし。

6層 暗褐色土(10yr3/3)ロ ームブロック・軽石・礫混入。

7層 暗褐色上(10yr3/4)砂 ・ ロームブロック多量に混入。

8層 暗褐色土(10yr3/4)砂 多量に含む。小礫多く含む。

9層 暗褐色土(10yr3/3)ロ ームブロック含む。礫少量含む。

10層  にぶい黄褐色土(10yr4/3)地 山崩落層。

11層  暗褐色土(10yr3/4)地 山ローム・砂礫を混入。

12層  黄褐色上(10yr5/8)砂 層。しまりなし。

13層  暗褐色上(10yr3/4)砂 礫・地山ロームブロック混入。

1 高さ 19 6 cm

残幅 26 2 clll

重さ9,660g

井戸跡 。井戸跡出土五輪塔実測図

2 高さ 19 4 cII

残幅 19 8 clll

重さ5,600g
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第 5節 柱列

1号柱列

遺構は調査区東端をおよそ南北方向に約15m、

南北方向の柱列南端から西側 9mに渡 り存在する

逆 L字形に並んだ小ピット群で23個が確認でき

た。ピットの規模は直径20cm～ 56cm、 深さは10

cm～ 40cmを測る。掘建柱建物址のような周りを囲

む配列ではないことから、何らかの区域を示す柵

列又は塀に関する柱列である可能性が考えられる。

周辺遺構の配置状況を見ると、柱列の東には住居

と思われる竪穴状遺構・土坑が存在し、西側には

巨大な丼戸跡が存在することから、生活の場と水

場を分けた境に利用されたものである可能性も推

察される。

本遺構からの遺物の出土は認められなかった。

時期は、周辺遺構の配置状況などから、竪穴状

遺構・井戸跡と同じく中世 (鎌倉・室町)と した

い。

土層説明

1層 黒褐色土 (10yr2/3)

2層 黒褐色土 (10yr2/2)

3層 黒褐色土 (10yr2/3)

パミス・軽石微量含む。

パミス・軽石・地山砂微量に含む。

パミス・地山砂少量含む。
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1号柱列実測図
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1 Pl 円形 40

P2 円形

P3 下整円形

4 P4 円形

P5 楕円 48 24

P6 円形 42 23

P7 方形 24 25

P8 円形 30

P9 偶丸方形 42

P10 方形 34

Pll 楕円形 40

P12 下整方形

P13 偶丸長方形

14 P14 隅丸長方形 52

P15 円形 44 24

P16 円形 42

P17 不整方形 40 28

P18 円形 41 28

P19 偶丸長方形 43

20 P20 円形 22

P21 下整方形

P22 円形 42 28

P23 不整円形 40 32

2号柱列

遺構は調査区の東、か-2グ リッド付近に

位置する。確認されたピット列は小ピットの

3列で、22個が確認できた。規模は直径20
cm、 深さ20cm内外で、平面形態は方形である。

ピット配置の平面状況が、整然と3列長方形

を示すことから、遺構の性格は 1号柱列の境

界を示すものと異なり、建物址である可能性

が考えられる。

本遺構から遺物は出土しなかった。

時期はピットの形状、周辺の状況から中世

(鎌倉・室町)と したい。

ё

◎

0 ◎口 O O

Θ Q 口 二

◎ 二

◎ 壁

@@◎ O o O旦

B                  B′

C                    C′

タ

D

標高 694300m

9 (1:80) 2m

1号柱列ピット観察表
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第 6節 溝状遺構

Ml

Ml号溝状遺構

遺構は調査区東側の南方に位置し、き-5
グリッドか らく-2グ リッドにかけて存在す

る。東側に延びると考えられるが、調査区域

外となる。規模は長さ15.2m、 幅2.Om内 外、

深さ50cmを 測る。溝の掘 り込み状況は、播 り

鉢状のやや緩やかな傾斜で底面にいた り、底

には60cmか ら95cm幅 の平らな部分が存在する

断面台形状を示す。

遺物は出土しなかった。

時期は、周辺の状況か ら中世 (鎌倉・室町)

としたい。

土層説明

1層 暗褐色土 (10yr3/3)

2層 褐色土 (10yr4/4)

Ml号溝状遺構実測図

パ ミス・小礫を含む。

ロームブロック多く含む。地山崩落層。

標高 694300m

9(1:80)4 im
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第 7節 遺構外遺物

縁

翔

旧

冽

何

娼

∩
糾
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無
肉
即
酬

閣

遺構外遺物実測図

遺構外遺物観察表

ロクロ使用 薄い鉄釉 肩部付近ヘラ
による沈線 底部回転糸切り後未調整 茶入れの可能性あり

重量 102116g
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番屋前遺跡群 番屋前遺跡Ⅳ全景 (東か ら)
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Tal号竪穴状遺構全景 (東から)
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Ta2号竪穴状遺構全景 (北東か ら)

Fl号掘建柱建物址、D12・ 17・ 22号土坑 (東から) F2号掘建柱建物址全景 (南から)

F3号掘建柱建物址全景 (東から) Dl号土坑全景
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D2号土坑全景 D3号土坑、Ml号溝状遺構全景 (東から)

D6号土坑全景 D7号土坑全景

D8号土坑全景

F● 、よ―|■ Ⅲl

D9号土坑全景

D14・ 18・ 19。 20。 21号土坑全景 (東か ら)
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井戸跡周辺全景 (東か ら)

井戸跡全景
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1号柱列全景 (南から)

2号柱列全景 (東から)
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調査開始前全景 (東から)

番屋前遺跡Ⅳ土層状況 試掘調査状況 (北から)

試掘調査遺構検出状況 1 試掘調査遺構検出状況 2(南から)
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遺構外■

番屋前遺跡群 番屋前遺跡Ⅳ出土遺物
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遺構外 2

番屋前遺跡群 番屋前遺跡Ⅳ出土遺物
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